











3　ILM 型中小製造業 A 社の事例
4　OLM 型中小企業 B 社の事例





部労働市場（Internal Labor Market、以下 ILM と略）と職業別労働市場
（Occupational Labor Market、以下 OLM と略）という二つの概念に実証的
かつ実態的な基礎を与えること、これがこの研究ノートのねらいである。






















例分析の視点を明示する。3では人材育成の ILM 的対応として A 社の事例調






































（2）ILM 的対応と OLM 的対応の仮説




























　A 社の扱う製品の点数は 100 品目。エンジンミッションが主力である。全品













成をみると、55 歳以上の者が、全社員の 18.5％（37 名）、また 60 歳以上の者
に絞っても 1割（20 名）を占めており、社員の高齢化が進んでいる。高齢化
の背景には、継続雇用制度を拡充してきたことがあげられる。A 社の定年は
60 歳であるが、1991 年より継続雇用制度を導入し、2009 年からは、希望者を
全員 70 歳まで再雇用契約を結ぶことができるようにした。なお制度の運用に
際して高年齢者雇用助成金の受給を受けている。












































一課：管理職 2名、生産管理 1名、鋳造 20 名、金型研掃 4名、バリ取り・後
工程検査等 22 名
二課：管理職 1名、生産管理 1名、鋳造 10 名、砂取 1名、切断等 2名、検査
等 4名
三課：管理職 4名、生産管理 2名、切削加工 67 名、流通 4名、検査後工程処
理 11 名







るのにかかる経験年数は 7～ 12 年、年齢的には高卒者だと 25 ～ 30 歳となる。













　OJT のほかに教育訓練体系としての OFF－JT がある。部門別、役職別の





一般（2～ 4年） チャレンジ研修 鋳造技術教育
リーダー（5年～） 中堅社員研修 生産リーダー教育
班長・副主任（7～ 12 年） 初級管理者研修 鋳造技術教育
係長・主任（12 ～ 18 年） 管理者研修 生産管理研修















年に 40 名だった通信講座の受講者数は、2005 年には 100 名を超え（139 名）、
それ以降、安定的に推移している。2005 年に 35.3% だった優秀者の比率は、













































4　OLM 型中小製造業 B 社の事例（10）
4.1　会社の経営方針と事業内容
　B 社は関西にある金属製品製造業（金属切削業）の企業である。1929 年に
給湯機器部品メーカーとして創業した。B 社には生産だけ行っている M 工場
と本社のある K 工場がある。K 工場には品質管理、営業、経営が置かれている。
　現社長は親の事業を引き継いだ後継社長であり、同族経営である（11）。従業員

















アコンの心臓部分の部品）で月に 10 万個、消火器が 30 ～ 40 万個、デジカメ
も 40 万個ほど生産している。中くらいのロットとしては、小型の変圧器で月
産 100 ～ 300 個、ロットサイズの小さなものとしては、大型変圧器や半導体な
どがある。小ロットのものは、注文を受けてから、先方の図面をもとに生産す
る。一回の注文で 1個、2個という形となる。
　30 数年前に現社長が入社したとき、B 社の取引企業は、Ha 社と H 社の 2
社であり、Ha だけで売り上げの 95％を占めていた。ところが 13、4 年前、





























































いる。現在の従業員数は 125 名ほどであり、そのうち 70 名ほどが外国人労働


































































































　B 社では、現在、5つほど産学連携に関わっている。K 大学、O 大学、OI 大学、
K 大学、D 大学である。まず、K 大学とは、大学発ベンチャーのもとで、電
気自動車の部品加工をやっている。O 大学はロボットとソーラー、OI 大学は




























5 　考察―ILM 的性格及び OLM 的（ILM になりきらない）性格を生み
出す要因
　








表 2　A 社と B 社の比較
　 A 社 B 社
会社プロフィール
　創業（会社設立） 1951 年（1957 年） 1929 年（1953 年）
　従業員数 200 人 120 人
　売上高（年間） 30 億円 12 億円
　主力製品 エンジンミッションほか 防災機器部品ほか














社がやや古いが、会社設立は A 社と B 社とも 1950 年代であり、ほとんど同じ
時期である。その意味で社歴に大きな差異はない。非正規労働者を含めた従業
員数は A 社が 200 人、B 社が 120 人、年間の売上高も A 社が 30 億円、B 社が







　第 2は、A 社に ILM 的性格を生み出し、B 社が ILM になりきらない性格を
生み出す要因ともいえるものについてである。その一つ目として指摘できるの
は、社長の従業員の育成に対する考え方であろう。経営者が人材育成に熱心で













































































　ILM 的性格の強い A 社と ILM 的性格の弱い（その分 OLM 的性格の強い）
B 社。これがヒアリング調査結果と比較考察から浮かび上がってくる主要な結

























































（3）JILPT（2010）（2011）では OLM と表現した。OLM はここでいう（ILM




























（11）ちなみに、持ち株比率は、社長が 4割、会長が 5割、社長の母が 1割である。
（12）インタビュー記録（B 社社長ｂ氏、2011 年 8 月 26 日）による。
（13）インタビュー記録（B 社社長ｂ氏、2011 年 8 月 26 日）による。
（14）インタビュー記録（B 社社長ｂ氏、2011 年 8 月 26 日）による。
（15）インタビュー記録（B 社社長ｂ氏、2011 年 8 月 26 日）による。
（16）インタビュー記録（B 社社長ｂ氏、2011 年 8 月 26 日）による。









て着実に人脈、ネットワークを拡大している（日経工業新聞 2011 年 6 月
3 日）。
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部労働市場（Internal Labor Market、以下 ILM と略）と職業別労働市場














The purpose of this research note is to form the empirical foundation 
for the concept of Internal Labor Market （ILM） and Occupational Labor 
Market （OLM）,analyzing results of interview research for two small and 
medium sized manufacturing firms.
We have conducted questionnaire survey for about 800 small and 
medium sized manufacturing firms so that we have clarified ILM typed firm 
and OLM typed firms.
However, we have conducted few case studies focused on these firms so 
far.
As a result of case study, we identify the firm as ILM typed firm (a)when 
the firm’s president is eager for human resource development and training 
opportunity is enough, (b)when new school leave is main in terms of 
employee’s recruitment, (c)when employee’s skill level is visualized to train 
effectively.
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